
決算書掲載頁　P241

内
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本市に所在する全国有数の歴史文化遺産を適切に保存することにより、次世代に継承することを目的とする。

今後、歴史文化基本構想を策定する中で、長期的な視点を持ち、保存事業を進めていく。
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文化財を適切に保存し、次世代に文化遺産を継承する。
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直営 昭和47年度以前 文化財保護法、河内長野市文化財保護条例、文化財保存事業補助金交付要
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文化財所有者
文化財活用の対象となる市民・市への来訪者

今後、歴史文化基本構想を策定する中で、長期的な保存事業についての方針を定めていく。
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本市に所在する文化財の保存を推進し、次世代に文化遺産を継承するため、
１．市収蔵文化財の修理を実施する。
２．史跡観心寺境内整備基本計画及び槇本院地区整備実施計画の策定を完了する。
３．37件の指定文化財管理・修理事業に対し、補助金を交付し、適切に保存の措置を行う。
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事業：文化財保存事業                                

本市に所在する文化財の保存を推進し、次世代に文化遺産を継承するため、河内長野市立ふるさと歴史学習館収

蔵資料「引札」3 点の修復を実施した。指定文化財の所有者・関係者・学識経験者・大阪府教育委員会・文化庁と

協議のうえ、史跡観心寺境内整備基本計画及び槇本院地区整備実施計画を策定した。また、37 件の指定文化財管理・

修理事業に対し補助金を交付した。文化財資料をデータ保存するため、ふるさと歴史学習館収蔵の紺屋型紙 400 枚

を撮影し、デジタル画像を得た。 

 

 

細事業：指定文化財保存事業                             

１．指定文化財保存事業 

指定文化財の管理・修復や無形文化財の継承・保存等に対して指導助言し、河内長野市文化財保護条例・同条例

施行規則、文化財保存事業補助金交付要綱に基づく補助金を交付することにより、指定文化財の適切な保存・管理

を促進した。 

・国指定文化財保存事業   金剛寺金堂外２棟修理など  全 20 件 

・府指定文化財保存事業   金剛寺築地塀修理など    全  7 件 

・市指定文化財等保存事業  西代神楽保存継承など    全 10 件 

 

２．市所蔵文化財修復事業 

ふるさと歴史学習館が収蔵する貴重な資料のうち、劣化・損傷が著しい資料の修復を行った。 

・引札（明治時代のチラシ広告） 3 点 

 

   

金剛寺多宝塔修理 

観心寺建掛塔修理 史跡観心寺境内槇本院地区整備 

金剛寺金堂修理 


